
 
平成１８年度第１回図書館協議会議事録 

 
１ 開 催 日 時  平成１８年６月２４日（土）午前１０時～１２時１０分 
 
２ 開 催 場 所  中央図書館２階視聴覚室 
 
３ 出 席 者   

（委 員）柴尾委員長 吉原副委員長 橋本委員 土久委員 小出委員 

 吉野委員、大内委員 高木委員 青木委員  

    （生涯学習部）田代部長、小林次長 

（事務局）森田館長 根津副館長 本多庶務係長 

 

４ 議   題  

   （１）報告事項 

① 平成 17 年度利用統計及び事業報告について 
② 図書サービスコーナーについて 
③ 休憩・飲食室工事「ラウンジ」について 
④ その他 

      （２）協議事項 

        ①図書館のビジネス支援について 

 

５ 議事の概要 

① 平成 17 年度利用統計及び開催事業等について事務局より報告を行った。 

② 図書サービスコーナーの利用状況について事務局より報告を行った。 

③ 休憩・飲食室「ラウンジ」の利用状況について事務局より報告を行った。 

④ 第2回から第4回の図書館協議会の日程について事務局より報告を行った。 

⑤ 浦安市立図書館のビジネス支援の方向性について意見交換を行った。 

６ 会 議 経 過 

平成 17 年度利用統計及び開催事業等について事務局より報告を行った。 

その際に表明された意見（質問）は次のとおり。 

・ 将来的には貸出し冊数以外の指標を取り入れるべきである。 

・ 日の出公民館図書室の児童の貸出しの多さや土日の混雑を見ると、市とし

ての施策をお願いしたい。 

・ 高洲に公民館ができるにも年数がかかるので、現在の公民館内でも何らか

の方策が取れないか検討してもらいたい。 

 

図書サービスコーナーの利用状況について事務局より報告を行った。 



その際に表明された意見（質問）は次のとおり。 

・ 在架予約の計画があるなら早い段階で周知に努めてほしい。 

・ 図書サービスコーナーのＰＲをもっと積極的に行ったほうがよい。 

・ 図書サービスコーナーでの貸出しは大変便利である。 

 

休憩・飲食室「ラウンジ」の利用状況について事務局より報告を行った。 

その際に表明された意見（質問）は次のとおり。 

・ 人が入っていても騒がしくなくよい雰囲気である。 

・ 時計が設置されるとよい。 

・ 会話が気にならないようにＢＧＭを流したらどうか。 

・ コーヒーの値段が高い、値段を下げれば利用も増えるのではないか。 

・ 販売は終わってもよいが、6 時以降も食事等ができるとよい。 

・ ＢＧＭは要らないという人もいると思うので検討してもらいたい。 

・ ラウンジは本を読む場所というよりは、休憩の場として位置づけたほうが

良い 

・ 図書館の中に喫茶店があるというイメージではないほうが良い。 

 

第 2 回から第 4 回の図書館協議会の日程について事務局より報告を行った。 

 日程は第 2 回 9 月 30 日（土）、第 3 回 12 月 16 日（土）、第 4 回 3 月 24 日

（土） 

 

図書館のホームページについて次のとおり意見（質問）がだされた。 

・ 分館便りのページが良い。 

・ クリックで飛ぶのではなく、トップページでもっと図書館のニュースの情

報発信をできるようにしたほうが良い。 

 

浦安市立図書館のビジネス支援の方向性について意見交換を行った。 

柴尾委員長よりビジネス支援は大きな問題であり、第 2 回以降の協議会も継続

で審議し第 4 回にまとめる形ではどうかと提案があった。協議の結果、ビジネ

ス支援についての協議を継続するか、また、まとめ方について委員長と図書館

長が協議し各委員に連絡することとなった。 

その際に表明された意見（質問）は次のとおり。 

・ ビジネス情報コーナーを充実させてほしい。 

・ 図書館の今後の方向性を持ってどんな市民サービスを行うか論議する必要

がある。出身母体からとするとビジネス支援よりも子どもの読書環境の整

備などの論議も重要だと思う。 

・ 浦安は起業などのビジネス支援のニーズがさほど高くないとの話もあり、

子どもの問題などのほうが論議の優先度が高くないか。 



・ まず、浦安市に求められるビジネス支援を検討調査して行く必要がある。 

・ 答申書の形でまとめたほうが良いのではないか。 

・ ビジネス支援を伸ばしてゆくことは大事であり、図書の充実、インターネ

ットの充実を進めるべきである。 

・ ビジネス支援についての協議を 2 年間進める必要はない。 

・ 図書館はＮＰＯの支援やネットワークに参加する必要があるのではないか。 

・ 図書館のビジネス支援サービスはすでにある程度のレベルに達している。

この辺でまとめて、次回からは違った協議事項でよいのではない。 

・ ビジネス支援のニーズを調査する段階ではないか。今回の協議については

各自の意見を取りまとめるので良い。 

 

７ 傍聴者なし 


